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☆ 文字が多くて 抽象的すぎるときは これだとD=0を使えるし、
具体的な値などで考えて招握する。 何か1つでも？を見つければよいので

ラクそう！
い） 全てのなでー ー 成 立 ⇒ D キ O

これをもとに議論していくのが D=0と仮定する。このとき、ftp.8）
いけるか？ （P.8ER）として、
例えば何コかの下で試して、 古=rら ts つまり
「確かに r た S F = T となる

。....が存
在....、句
p.ms....。

q = r c t S d . . . ②
を満たす

だね。」 みたいなことが言えても、
（そもそもこれも直接はメンドい） 実数 r,Sが存在しないような
全てのTで言えるかはまだ不明 （p,q）が存在することには） を示す。
→ 大変！ →連立方程式を解こうとすればOK
→ .背理シ一通の出番 （対偶）

① × c -が a より ← r消去
「D=0 ⇒ Iが成立しないながある」 PC-q a=s(heated）-D・



い ま が a d - f c = 0 より

!

は ない※ながpcqaeeo となる。 f
これが成り立たないような（P，8）を探せば、 おとなで
（IX）が示せてバンザイ 表せない！

ここで、 （P，

"

=（c，-a）とすると、 （2） らとさを成分でおいて（4変数）
PC- f a = a ' t d であり、 式4つでコツコツやってもいいが、メンドい.
題意より お も で つまり G.リキ（O.O） 垂直条件をうまく使う.（上の考察）
t .

#
.

.......|
お、（a.C）に垂直なベクトルの1つとして
（c，-a）があるので、 なん=0よりよって、例えば（P.8）=（c，-a）に
お=k(c，-a） （kは実数）と表せる。対して.のかつ②を満たす実数 r,S

は存在しないので、 （刈は示された。囮 '礴文で OK！方も表せる .

☆ で（いりはらに垂直.
に算

$

！
※：/家（a.

❤

D = a o l . b e = 0 は myた。条件、
これと必ず



同様に古=（bid）に対して
ただ 0より た1（1，-_-た）には実数） よって.たetK-a）
と表せる。」2変数に対してあと2式で - _ - 珍 となる。

解ける！
ここで .な芸= 1 より
" " が

糸と同じ
ように式
で考えた
が"

解くと議論できそう.D a y 前回の初見動画ではゴリゴリだ 。

$

」

連立方程式を解いたが、実はに）が
誘導になっていて、気付くとラクなので

同様に大.た 1より 今回はそれで！（本番で気付くのは
K(head）=I 大変かも-.-） ここに.た，たと9
b c a 學 す=rが+sF ←内積をとって（2）の

形を作ると、
K=hctad_ r , S がポロっと

求まる .



両辺とさの内積をとると、 a 、 h . C . d e Zのもとで、
全ての整数 t . ltに対して r.Sが誌「亞

垞"旬
鰍

" 嶇 ば
た（ t , u） （t,uは整数）とおくと 求める。 → 結構いだそう .
s=（t.D.ec#-k.-9） ☆必要条件からやめる.

- _ - D 全ての整数で調べ尽くすのは
= Uajtce。 すぐ解ける！ 大変なので、候補を大きく絞れる

ー ー

値 で 5 選
同様にすと内積をとると、

→ tやUが0や Iのときに着目
をお=r_なお、十Sで

#

。 ここで、（t,u）=10.1）とすると

r=（t.D.aEY.tl s=f,r=一が 一粉が
一、 td-U_lt.ve）=（1.0）とするとS=一 f，にd

D
」 であるので、 これらが整数より



Dは ah .c ,dの公約数であることが
必要。」 貢を含む
絞りこめた！あとは十分性...だが、例えば

「「幽" -
td ' _uh '

全て偶数だとうまくいかない（前回参照） r = tdjube =

g yさらに深く検討 を得る。分母に8残る！！
そこで、 9 . h . c i dの公約数のうち でもっき

と
、い噭=特徴的なものを！最大のものをgとおき、

a ..ga'，high'， a g e '，d gd '

。

常
州..
。...

（a'，h'，c'，d'は互いに素な束學
とおく。 S = g e t , t = g e t
このとき

- aol.be←Dはa.li.Cidにより （t,u）=（1.0）とすると
決まる . d '=g2（ddd） となり、 S = g c d , E g i l

Hua'-to） であり、これらが整数かつ g,a'dt h e 'もs .、 uajtee=g d 整数ゆえ、



g と a'd ' -b 'では a'.h'，c'，d'の
公約数であることが必要で、
いまa'，で，で.が1tE.it？_素なので
g=±1， a d 'ーだ=±1
つまりがないげんとりこー±1が必要。

さらに絞られたい！
逆にこのとき.

。 蝶 に 撰 |は、 a . h . c . d e Zのもとで、
全ての整数 t,uに対して整数になる。

やっと十分性言えた

よってDのとりうる値はがさーーりである。


